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Torch

　東京 2020 パラリンピック聖火リレーは、パラリンピック発祥の地
で採火された火と、全国から集められた火を集火してパラリンピック
聖火となります。本市では、小友町「３.11 希望の灯り」から採火され、
盛岡市で実施される集火・出立式を経て東京都でひとつの炎となり
ます。
◆日時…８月 12 日㈭　午前 10 時～
◆場所…気仙大工左官伝承館

　「心の復興コミュニティ支援事業in陸前高田」としてウォーキングやスポーツ・レクリエーション
などが行われます。たくさん参加して、スタンプを集め賞品を獲得しませんか。
◆日　　時…９月４日㈯　午前９時～午後２時（受付：午前8時30分)
◆内　　容…ウォーキング（3～5㎞）・レクリエーション体験
　　　　　　石

いし
毛
げ

宏
ひろ

典
みち

氏(元西武ライオンズ)によるミニ野球教室
◆場　　所…夢アリーナたかた、高田松原運動公園
◆募集人数…300人　※どなたでも参加できます。
◆参 加 料…無料
◆申込方法…インターネット申し込みのほか、夢アリーナたかたに
　　　　　　設置してある申込用紙にて申し込みください。
　　　　　　URL：https://j-walking.jp/event/rikuzentakata/index.html

問い合わせ先 市役所スポーツ交流推進室☎ 0192(22)8448

問い合わせ先 コミュニティ支援事業 事務局☎ 03(5816)2175 または 市役所スポーツ交流推進室☎ 0192(22)8448

　
７
月
17
日
㈯
、
高
田
松
原
海
水
浴
場
の
海
開

き
が
震
災
後
11
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
海

開
き
式
に
は
、
木
村
観
光
物
産
協
会
会
長
や
戸

羽
市
長
を
は
じ
め
、
市
内
外
か
ら
関
係
者
が
出

席
、
開
設
期
間
中
（
～
８
月
15
日
㈰
）
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
梅
雨
明
け
し
た
こ
と
も
あ
り
気
温
が

ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
、絶
好
の
海
水
浴
日
和
と
な
り
、

白
い
砂
浜
に
は
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
な
ど
が

訪
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
海
開
き
後
の
週
末
は
、
２
日
間
で
約
１
，８

０
０
人
の
来
場
が
あ
り
、
夏
本
番
に
向
け
さ
ら

な
る
賑
わ
い
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

高田松原海水浴場 11 年ぶりの海開き

たかたの夏
にぎわい戻る

東京 2020 パラリンピック 聖火フェスティバル採火式を開催

心とからだの健康づくり

ウォーキングやスポーツ・レクリエーションなどを楽しみましょう

広報りくぜんたかた

22021年 (令和３年 )８月号
広報りくぜんたかた

3

　市役所からのＨＯＴ ＬＩＮＥ
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耕
作
者
の
農
地
の
取
得
を
促
し
、

そ
の
権
利
を
保
護
す
る
と
と
も
に

優
良
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
促

進
す
る
た
め
に
「
農
地
法
」
と
い

う
法
律
が
あ
り
ま
す
。 

 

農
地
の
売
買
・
貸
借 

【
第
３
条
許
可
】 

　
農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
し
た

り
貸
借
す
る
場
合
な
ど
、
権
利
の

設
定
や
移
転
を
行
う
に
は
「
農
地

法
第
３
条
」
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

農
地
の
自
己
転
用 

【
第
４
条
許
可
】 

　
自
ら
が
所
有
す
る
農
地
を
転
用

し
、
農
地
以
外
の
用
途
に
利
用
す

る
場
合
に
は
「
農
地
法
第
４
条
」

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

農
地
を
取
得
し
て
転
用 

【
第
５
条
許
可
】 

　
農
地
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
、

宅
地
や
駐
車
場
、
資
材
置
場
な
ど

に
利
用
す
る
た
め
に
農
地
を
取
得

す
る
な
ど
、
転
用
と
権
利
の
移
転

を
同
時
に
行
う
場
合
は
「
農
地
法

第
５
条
」
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  　
転
用
許
可
は
➊
具
体
的
な
転
用

計
画
が
な
い
も
の
➋
資
金
計
画
の

裏
付
け
の
な
い
も
の
➌
周
辺
農
地

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
判
断
さ
れ

る
も
の
な
ど
は
許
可
で
き
ま
せ
ん
。

許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
転
用
し

た
時
な
ど
の
処
分
も
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
工
事
着
手
前
に
は
必
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

    　
農
業
委
員
会
の
許
可
を
得
て
農

地
法
第
４
条
ま
た
は
５
条
許
可
に

よ
り
転
用
許
可
を
受
け
た
場
合
は

事
業
の
完
了
ま
で
「
工
事
進
ち
ょ

く
状
況
報
告
書
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。
第
１
回
目
を
許
可
の
日
か

ら
３
ヵ
月
後
、
そ
の
後
、
一
年
ご

と
に
報
告
し
、
完
了
し
た
場
合
は

完
了
報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

一
時
転
用
許
可
の
と
き
は
農
地
に

復
元
す
る
ま
で
同
様
に
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。 

   　
農
地
法
の
規
定
に
よ
り
農
地
の

権
利
を
相
続
な
ど
で
取
得
し
た
と

き
は
、
相
続
な
ど
が
あ
っ
た
日
か

ら
お
お
む
ね
10
ヵ
月
以
内
に
農
業

委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。 

 　
農
地
を
一
時
転
用
し
て
い
る
事

業
者
な
ど
の
う
ち
、
工
期
の
延
長

な
ど
の
た
め
、
一
時
転
用
期
間
の

延
長
を
検
討
し
て
い
る
場
合
は
、

早
め
に
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
農
業
振

興
地
域
内
の
農
地
か
区
域
外
か
な

ど
、
そ
の
農
地
の
区
分
に
よ
り
延

長
で
き
る
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

一
時
転
用
期
限
の
２
ヵ
月
前
ま
で

に
「
事
業
計
画
変
更
」
な
ど
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。 

   　
「
田
や
畑
を
耕
作
し
や
す
く
す
る

た
め
盛
土
」を
す
る
場
合
は
、「
農

地
改
良
届
出
書
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。
届
出
書
に
は
ほ
か
の
農
地

や
水
利
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
た

め
、
隣
接
土
地
所
有
者
の
同
意
書

や
工
事
施
工
業
者
の
誓
約
書
、
横

断
断
面
図
な
ど
の
添
付
が
必
要
で

す
。
届
出
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、

事
前
に
地
区
農
業
委
員
の
現
地
調

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
工
事
に
伴
う
仮
設
事
務
所
や
土

砂
仮
置
場
な
ど
一
時
的
に
使
用
す

る
場
合
で
も
、
そ
の
土
地
が
農
地

で
あ
る
場
合
は
一
時
転
用
許
可
が

必
要
で
す
。
仮
置
き
し
よ
う
と
す

る
土
地
が
農
地
か
ど
う
か
を
事
前

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。「
短
期

間
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
安
易
に
判

断
し
な
い
で
土
地
所
有
者
や
工
事

施
工
業
者
は
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 　
総
会
附
議
案
件
の
申
請
受
付
は

毎
月
10
日
で
す
。

　
当
日
が
土
、
日
、
祝
日
の
場
合

は
休
み
明
け
の
日
と
し
ま
す
。

　
申
請
か
ら
許
可
ま
で
は
、
１
ヵ

月
半
程
度
を
要
し
ま
す
。
農
地
の

権
利
移
転（
借
り
た
い
、貸
し
た
い
）

に
関
す
る
手
続
き
な
ど
、
不
明
な

点
は
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
、
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
農

業
委
員
会
事
務
局（
内
線
４
６
１
・

４
６
２
）

　
農
地
制
度
は
農
地
の
減
少
を
防
ぎ
、
農
地
を
確
保

し
、
農
地
を
借
り
た
り
貸
し
た
り
し
て
利
用
し
や
す

く
す
る
制
度
で
す
。
内
容
や
必
要
な
届
出
な
ど
詳
し

く
は
地
元
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
、
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の

委
員
の
選
出
方
法
が
、
選
挙
制
か

ら
、
市
長
に
よ
る
任
命
制
に
平
成

28
年
４
月
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
地
な
ど
の
利
用
最

適
化
の
推
進
の
た
め
の
現
場
活
動

を
行
う
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
令
和
３
年
７
月
８
日
か
ら
６
年

７
月
７
日
ま
で
の
任
期
と
な
る
新

た
な
農
業
委
員
（
定
数
11
人
）
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
定

数
11
人
）
が
今
後
３
年
間
、
農
業

者
の
代
表
と
し
て
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
農
地
利
用
の

最
適
化
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。 

　
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
た
農
業
委

員
と
農
業
委
員
会
会
長
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
紹
介
し
ま
す
。

農
地
制
度
を
守
り
ま
し
ょ
う

会
長
職
務
代
理
者

会　

長

問
い
合
わ
せ
先

新
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
紹
介

農
地
の
権
利
移
動
や
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
地
域
の
相
談
役

【
任
期
】
令
和
３
年
７
月
８
日
～
令
和
６
年
７
月
７
日　

３
年
間

農業委員（11 人）

農地利用最適化推進委員（11 人）農
地
の
盛
土
は
届
出
を

農
地
の
一
時
転
用
期
間

の
延
長

一
時
使
用
も
届
出
を

農
地
の
転
用
・
売
買
な
ど

は
許
可
を
受
け
て
か
ら 

農
業
委
員
会
の
許
可
を
受
け

て
い
な
い
場
合
は
売
買
な
ど

の
登
記
が
で
き
ま
せ
ん

許
可
で
き
な
い
場
合

農
地
転
用
許
可
後
の
工
事

進
ち
ょ
く
状
況
報
告
書
の

提
出

農
地
を
相
続
し
た
場
合

早
め
の
相
談
を

申
請
受
付
は
毎
月
10
日

締
め
切
り 
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　市では、新たに狩猟免許を取得し、市鳥獣被害対策実施隊へ加入の意思がある人に対し、狩猟を
始める際に掛かる経費の一部を補助します。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。

◆交付対象経費／補助金の額　※ 1,000 円未満切り捨て

　狩猟や有害鳥獣捕獲などを行うためには、狩猟免許が必要で、網猟、わな猟、第一種銃猟（装薬
銃）、第二種銃猟（空気銃）の４種類があります。
　県では、次のとおり狩猟免許試験を行います。なお、試験の１～２週間前には予備講習会を実施
しますので、詳しくはお問い合わせください。
◆受験手数料　

　１種類につき 5,200 円（他の狩猟免許を所持している場合は 3,900 円）
◆試験日時および試験会場など　

補助金の額交付対象経費

第一種銃猟免許を取得するために必要な免許
試験受験料および講習など受講料 当該経費の全額とし、120,000 円を限度とする。

銃器など購入費用 当該経費の４分の３以内の額とし、
150,000 円を上限とする。

わな免許を取得するために必要な免許試験受
験料および講習など受講料 当該経費の全額とし、15,000 円を限度とする。

わな購入費用 当該経費の４分の３以内の額とし、
25,000 円を上限とする。

実施隊員新規ライフル銃所持費用 当該経費の全額とし、50,000 円を限度とする。

問い合わせ先 大船渡保健福祉環境センター☎ 0192（27）9913 または 市役所農林課林政係 （ 内線 472・473）

場　　　所日　　時

９月12 日㈰
午前９時30 分～午後５時

岩手県立大学
宮古短期大学部 ７月26 日㈪～８月27 日㈮宮古市

受付申請期間

12 月12 日㈰
午前９時～午後５時

岩手大学
理工学部１号館 10 月25 日㈪～11 月26 日㈮盛岡市

URL:https://www.city.rikuzentakata.iwate.jp/soshiki/norinka/
　　 rinseikakari/1/1/2/2549.html

問い合わせ先 市役所農林課林政係（内線472・473）

　森林は個人の財産であり、同時に社会共有の財産です。
　森林所有者自身による森林の手入れができない場合、「いわての森林づくり県民税」を財源として、
森林を整備するものです。整備に係る森林所有者の費用負担はありませんが、整備後 20 年間は皆
伐をしない、森林以外への転用をしないなどの条件があります。事前に確認が必要となりますので、
活用を検討する場合はご相談ください。

【事業の内容】
　➊スギ、アカマツなどの針葉樹の人工林に対する強度間伐（本数で５割以上）
　　・対象林齢は、原則として 16 ～ 60 年生まで
　　・整備面積 1㌶以上（1 箇所 0.1㌶以上で、複数箇所の合計が 1㌶以上でも可能）
　➋上記➊を効率的に進めるために必要な森林作業道の整備

いわて環境の森整備事業（混交林誘導伐）のお知らせ

問い合わせ先 大船渡農林振興センター☎ 0192(27)9925 または 市役所農林課林政係（内線 472）

　市では、災害時に市の発信する情報をお届けするため、ヤフー株式会社と「災害に係る情報発信
等に関する協定」を締結しました。
　本協定により、市のホームページにアクセスが集中した場合の負担軽減や、スマートフォン用ア
プリ「Yahoo! 防災速報」などによる市の情報発信が可能となります。

　ヤフー株式会社が提供する緊急地震速報や豪雨予報、避難情報などをプッシュ通知によりお知ら
せするサービスです。
　お持ちのスマートフォンやタブレット端末にアプリをダウンロードすることにより、ご利用いた
だけます。

災害にそなえて「Ｙａｈｏｏ!防災速報」を利用しませんか

問い合わせ先 市役所防災課（内線701）

※アプリは無料ですが、通信料は利用者の負担となります。

　「Yahoo! 防災速報」とは

農林業被害防止

新たに狩猟免許を取得する人へ補助金を交付します

狩猟免許試験を実施します

スマホで簡単登録
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問い合わせ先 陸前高田市ふるさとハローワーク☎0192（53）2525

　市は株式会社サロンドロワイヤルおよび東京大学との協働により、ピーカンナッツの生産・流通の拡大
や食文化の普及を⽬指しピーカンナッツレシピコンテストを実施します。レシピコンテストへの参加ご希
望の人は、次のとおり申し込みください。
◆募集部門

　➊プロの部…レストラン、パティスリー、ホテルなどの調理・製菓製パンなどに関わるプロフェッショナル
　　　　　　　の人（調理師学校などの教員も含む）
　➋ジュニア・一般の部…学生または➊および➌の部⾨に該当しない人
　➌陸前高田プロの部…市内のレストラン、パティスリー、ホテルなどの調理・製菓製パンおよび施設など       
　　　　　　　　　　　で食事の提供に関わるプロフェッショナルの人
◆募集期限　10月20日㈬
◆書類選考　４年２月21日㈪
◆決勝審査　４年３月19日㈯
　　　　　　※市内での作品プレゼンテーションを予定
◆申込方法

　申し込みはホームページから専用の申込用紙をダウンロード
し、メールまたはFAXによりお申し込みください。
　なお、申込受付後、ゴールデンピーカンナッツ（商品名：アリゾナ
の奇跡「生270g×４袋」）と作品情報用紙をお送りしますので、作品情報用紙に必要事項を記載の上、応募締
切日（10月20日㈬当日消印有効）までに、郵送（〒546-0002 大阪府大阪市東住吉区杭全2丁⽬3番15号）して
ください。
　※応募条件など、詳しくはホームページをご覧ください。

第２回

全国ピーカンナッツ・レシピコンテストを開催します

　市では、ハローワーク大船渡と連携して、無料で職業相談・紹介を行う「陸前高田市ふるさとハローワー
ク」、通称「ふるハロ」を中心市街地のチャレンジショップの中に設置しています。毎月第２水曜日には、
ジョブカフェ気仙の相談員による出張相談日を開設しています。仕事探しの相談だけでなく、求人や各
種支援に関する情報収集としても、お気軽に「ふるハロ」をご活用ください。

仕事に関する情報収集・相談は「ふるハロ」で！

・陸前高田市、大船渡市、住田町、気仙沼市はもちろん全国
　の求人情報の確認、相談ができます。
・正社員、パート、アルバイトなど、いずれの雇用形態も探
　せます。
・在職中の人も仕事探しができます。
・詳しい就業条件、募集内容、また応募年齢など、不明な点
　は相談員が事業所へ確認します。
・面接日、書類選考などを相談員が事業所へ確認して紹介状
　を発行します。
・就業に関する支援制度について案内できます。
・履歴書など応募書類の添削をします。

ふるハロでできること

その他仕事探しに関すること、お気軽にご相談ください。

申し込み・問い合わせ先

株式会社サロンドロワイヤル　ピーカンナッツ・レシピコンテスト係
☎ 0120(1)68586　FAX：0120(5)68586　MAIL：recipe@s-royal.com　専用ホームページ　URL：https://pecan.jp/

陸前高田市 チャレンジショップ内

市

市民芸術祭一般展示部門および会席部門研修会に出品する作品を広く募集します。

問い合わせ先 市芸術文化協会☎0192（54）5540　または　市役所まちづくり推進課コミュニティ係（内線123）

～ つなげよう　高田の芸術　文化の輪 ～

一般展示部門および会席部門研修会の作品募集

会席部⾨研修会一般展示部⾨

10 月30 日㈯～11 月１日㈪
午前９時～午後５時（最終日は午後３時まで）

俳句会　10 月12 日㈫　午後１時～３時
短歌会　10 月19 日㈫　午前10 時～正午
川柳会　10 月25 日㈪　午前10 時～正午

展示日時

市コミュニティホール

市内に住所を有する人または勤務する人。　※震災後、他市町村に避難転出された人も対象。
もしくは、他市町村の人で本市芸術文化協会会員の人。

市芸術文化協会事務局（市コミュニティホール内）、市役所まちづくり推進課（庁舎１階）、市
内各地区コミュニティセンターで配布する「出品票」に必要事項を記入の上、市芸術文化協会
事務局または市役所まちづくり推進課に提出してください。
※出品票は８月24 日㈫より配布します。　※作品は持ち込まないでください。

８月24 日㈫～９月30 日㈭
俳句会　８月24 日㈫～９月17 日㈮
短歌会　８月24 日㈫～９月22 日㈬
川柳会　８月24 日㈫～９月28 日㈫

場　　所

応募資格

申込方法

応募期間

上限数
規格など

• 洋　画（２点以内、100 号以内）
• 日本画（２点以内）
• 水墨画（２点以内）
• ちぎり絵（２点以内）
• 切　絵（２点以内）
• 絵手紙（２点以内、幅90㌢以内）
• 俳　句（２点以内、季は夏から秋）
• 短　歌（２点以内、雑詠歌）
• 川　柳（２点以内、雑詠句）

• 書　道（２点以内、全紙以内・表装・表具・釈文）
• 写　真（２点以内、４つ切～全倍）
• 銘　石（２点以内）
• 陶　芸（２点以内）
• 彫　刻（２点以内）
• 手　芸（２点以内）
• 華　道（２点以内）
• フラワーアレジメント（２点以内）
• 菊　花（市芸術文化協会までお問い合わせください。）

※各部⾨とも題材は自由です。その他創作作品や規格外の作品を出品したい場合は、市芸術
　文化協会までお問い合わせください。
※パネル展示の場合は、吊下げヒモをつけてください。

• 俳句（5 句、季は夏から秋）　　• 短歌（２首、雑詠歌）　　• 川柳（３句、雑詠句）
募集作品

一般展示

部門

会席部門

研修会

第 55 回　陸前高田市民芸術祭
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地域産業資源開発・地域振興施設開業サポート分野

【プロフィール】

　東京都世田谷区出身。大学中退後、都内の広告制作会社に６年間勤務。
退職後は出版フリーランサーとして活動し、東日本大震災をきっかけに
東北各地で取材を重ねる。平成 30 年５月から３年間、地域おこし協力
隊として活動。

★陸前高田市に来た経緯を教えてください

　震災後、岩手をはじめ三陸地域や東北全体で取材させても
らっていました。何度も足を運ぶなかで、東北を拠点にして
取材活動を続けようと考えていたタイミングで、地域おこし
協力隊の制度を活用して移住を決めました。
★任期中はどのような活動をしていましたか？

　１年⽬は、市役所農林課に配属され、道の駅高田松原の開
設準備の業務を担当しました。２年⽬からは、道の駅高田松
原の指定管理を担う株式会社高田松原に配属され、主に運営
に携わってきました。地域の皆さんのご支援、ご協力をいた
だき、お陰様で無事に開業し、まもなく２周年を迎えようと
しています。

【プロフィール】

　神奈川県厚木市出身。大学在学中にボランティア活動
で陸前高田市を訪れ、その後も定期的に通った。前職は
水族館勤務。平成 30 年 7 月から３年間、地域おこし協
力隊として、道の駅 高田松原の立ち上げ、運営、企画に
携わった。

★陸前高田市に来た経緯を教えてください

　ボランティア滞在中に、市民、行政、ボランティア
が持つ復興のモノサシが、それぞれ違うと感じました。
その時に「復興って何？」と疑問に思い、自分なりの
答えを知りたくて、移住を考えていました。道の駅高
田松原の運営者の募集を見つけ、住みたい所で、前職
同様に施設管理の仕事ができるのならと陸前高田市に
移住を決めました。
★任期中はどのような活動をしていましたか？

　道の駅高田松原の運営全般に関わりました。令和元

大
おお

　森
もり

　真
ま

　実
こと

 さん（53 才）

地域産業資源開発・地域振興施設開業サポート分野

竹
たけ

　田
だ

　耕
こう

　大
だい

 さん（29 才）

★今後はどのような活動をしていく予定ですか？

　仕事面では、現在、観光分野にとって厳しい局面ではありますが、まずは、道の駅高田松原を三
陸観光の玄関口として、さらに機能させていくことが運営の課題です。その上で、できるだけ早く、
これまで培ってきた経験や知識、スキルを、次の世代にバトンを渡す準備を進めていきます。それ
が叶えば、三陸の暮らしを満喫しながら、のんびり余生を楽しんでいきたいと思います。

年のオープンまでは、事業計画や店舗との調整などの開業準備。オープン後は、物販や飲食コーナー
の店舗の運営や管理が中心でした。「たかたのごはん」や、夏メニューの企画提案もしました。
★今後はどのような活動をしていく予定ですか？

　今後は、道の駅高田松原の運営と同時に、観光事業を行う予定です。現在は「自転車ガイドツ
アー」として、自転車での市内周遊型のツアーの企画をしているので、陸前高田市を多くの人に伝
えていけたらと思います。また「復興とは何か」を納得いくまで考えながら、その時々で必要とさ
れることや自分の関心のあることを選んで進んでいきたいです。

現在、市内では 10 人の地域おこし

協力隊が様々な分野で活動してい

ます。来月（９月本号）からは、

その活動の様子を紹介していきます。

・ 移住定住促進分野 （4人）

・ 漁業の担い手分野 （1人）

・ りんご生産 ・流通分野 （2人）

・ 観光２次・３次交通システム構築分野 （2人）

・ 観光振興推進分野 （1人）

地 域おこ
し

協

力
隊

地域おこし協力隊私たち を卒業しました

　市役所からのＨＯＴ ＬＩＮＥ
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　市では、陸前高田市環境基本計画を策定するにあたり、市民および小中学生の皆さんを対象とし
たアンケート調査を行いました。調査結果の中から、「環境を守るために日常心がけている取り組
み」と「あなたのまわりで不足している、必要だと思う取り組み」について、回答が多かったも
のを紹介します。

【市民・小中学生のアンケート結果について（抜粋）】

問い合わせ先 市役所まちづくり推進課生活環境係（内線124）

【市民アンケート結果】

【小中学生アンケート結果】

　日常心がけている取り組みとしては、市民・小中学生のいずれも「ごみの分別」「不法投棄やポ
イ捨てをしない」との回答が多い結果となりました。まわりで不足している取り組みとしては、市
民が「環境問題に関心を持つ」、小中学生が「不法投棄やポイ捨てをしない」「電気や水の節約」と
の回答がそれぞれ多くなりました。日常的な取り組みを活発化し、不足している取り組みへのさら
なる働きかけが求められています。

　本市の森林面積は 18,555㌶で、市全体の総土地面積の約 80％を占めています。そのうち国有林は 1,337
㌶、民有林は 17,218㌶となっています。民有林の人工林率は 58％で、県平均 42％を大きく上回り、県内
自治体の中でも最高水準となっています。

問い合わせ先 市役所農林課林政係（内線 472）

◆健やかな森を育むために

　手入れの行き届いた健康な森は、土砂の流出防止、渇水や洪水の緩和、地球温暖化の防止や林産物供給
などの多面的機能を有し、私たちの生活にさまざまな恩恵を与えてくれます。
　このような多様な機能を将来にわたって発揮させるためには、図のように植栽、下刈り、間伐などを行
う「森林整備」が必要です。

　「伐
き

って、使って、新たに植

える」森林資源の循環を森林

所有者一人ひとりが意識し、

豊かな森林資源を次世代へ

つなぎましょう！

※分収林とは、市以外の人（分収
　林者）が契約により、市有林に
　木を植えて一定期間育て、成林
　後に分収木を販売し、その収益
　（販売代金など）を市と分収林者
　とであらかじめ契約した一定の
　割合で分収する制度。

ＣＯＣＯ２２吸収吸収

ＯＯ２２供給供給

ＳＤＧｓ

「陸前高田市環境基本計画」編　　VOL. ２

主 

伐 土 

場

植 林

間 伐

下
草
刈
り

陸
前
高
田
市
の
森
林
内
訳

市
有
林
内
訳

（出典）
農林水産省広報誌「aff」

教えて！

森林資源を次世代へ
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　７月 11 日㈰、本市がブランド化を⽬指す、中央市場でも評価が高い「広田湾産イシカゲガイ」
の出荷がはじまりました。当日は気仙町の長部漁港から約２トンのイシカゲガイが東京の豊

　７月６日㈫、矢作小学校３、４年生の子ども達５人
が、気仙町内の市有林で、総合的な学習「矢作の自然
を学ぼう」をテーマにした授業の一環として、枝打ち
体験や森の大切さについて学ぶ授業が行われました。
　当日は、陸前高田市森林組合の職員の指導のもと、
のこぎりの使い方や、植林されている木の手入れの方
法などを学びました。３年の小

こば
林
やし

蒼
そ

羅
ら

君は「初めての
枝打ち体験で、太い枝はなかなか切れず苦労したけれ
ど、地元の森のことを学ぶことができ楽しかった」と
⽬を輝かせていました。

　７月３日㈯、アバッセたかたで、段ボールジオラマを使った防災講座が行われました。同
イベントは防災ジオラマ推進ネットワークなどが行っており、自らが住んでいる区域の

　６月 26 日㈯、高田町の館の沖公園で陸前高田青
年会議所による「いわて未来文化祭」が行われまし
た。当日は気仙小学校のけんか七夕太鼓やカラオケ
大会、アップルガールズや子ども達によるダンスな
どのステージイベントのほか、気仙のソウルフード
を集めた「気仙うまいもん市」、大型のエアー遊具
やヤギとのふれあいコーナーなどの様々なアトラク
ションが設けられ、子どもから大人まで楽しめるイ
ベントとなり、市内外から約 1,400 人が訪れ久しぶ
りのイベントを楽しんでいました。

ハザードマップを改めて確認し、段ボールで形成さ
れたジオラマを組み立てることで居住区域の地形や
特徴を知り、災害の危険エリアを改めて学ぶことを
⽬的に実施。本市の他、福島県や宮城県などで同様
のイベントを開催しています。
　当日家族で参加していた高田第一中学校３年の
出
で

羽
わ

海
かい

成
せい

くんは「自分で段ボールを組み立てること
で、安全な場所、危険な場所を知ることができ、とても
勉強になった」と防災に対する知識を深めていました。

洲市場などを⽬指し出発。
　今シーズンは、稚貝の生育が順調に進ん
だとのことで、広田湾産イシカゲ貝生産組
合の小

こい
泉
ずみ

豊
とよ

太
た

郎
ろう

副会長は「このまま順調に
推移し過去最高の 90㌧を超える出荷を⽬指
したい」と意気込んでいました。

　５月に行われた第 73 回県高校総合体育大会で団
体戦の部で優勝を果たした高田高校女子ソフトテ
ニス部の生徒が、７月 20 日㈫県大会優勝の喜びを
報告するため市役所を訪れました。
　３年でキャプテンの鈴

すず
木
き

咲
さ

彩
や

さんは「⽬標はベ
スト８。今まで応援してくれた人達の分まで頑張っ
てきます。」と全国大会での意気込みを話し、戸羽
市長は「コンディションを整え、日ごろの練習の
成果を発揮し頑張ってきてください」と激励しま
した。

（写真左から）

顧問：間
まみ

明
ょう

先生、戸
と

羽
ば

市長、菊
きく

地
ち

菜
な

奈
な

美
み

さん、

鈴
すず

木
き

咲
さ

彩
や

さん、坂
さか

本
もと

校長先生、監督：菅
かん

野
の

さん

　６月 30 日㈬、東日本大震災で被災した「陸前高田高等職業訓練校」の竣工式が高田町の
中心市街地で行われました。施設は敷地面積が約 1,500㎡、建物は木造平屋建て約 220㎡。

周辺に整備されている博物館、アムウェイハウスといっ
た気仙大工の伝統技術が取り入れられた施設との調和が
はかられたデザインとなっており、施設は、訓練生の知
識と技能を身につける場としてだけではなく、将来を担
う子ども達や観光客が気仙杉に触れ合う機会を増やせる
よう、親しみやすい木造の施設となっています。

今シーズンの出荷はじまる

矢作小学校が枝打ち体験

■ 広田湾産イシカゲガイ

■ 森の大切さ学ぶ

地域
防災

段ボールジオラマ防災授業

■ 作って考え役立てる

わく
わく

いっ
ぱい

まちなかににぎわい

■ いわて未来文化祭

飛躍
を

期待 高田高校ソフトテニス女子団体が優勝報告

■ 第 73 回県高校総合体育大会

伝統
の

技術
継承

陸前高田高等職業訓練校完成！

■ ユニバーサルデザインにも配慮

　地域の話題 ★皆さんからの情報をお寄せください。市役所政策推進室（内線 332）
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お弁当の例

配達初日の様子

ご夫婦でご利用されています

　
市
で
は
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
に
対
し
、

市
内
飲
食
店
な
ど
で
作
ら
れ
た
夕
食
を

６
月
７
日
㈪
よ
り
配
達
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象

　
➊
70
歳
以
上
と
な
る
高
齢
者
の
み
で

　
　
構
成
さ
れ
た
世
帯

　
　
（
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
を
発

　
　
送
し
て
い
ま
す
）

　
　
⬇
１
食
あ
た
り
６
０
０
円
相
当
の

　
　
食
事
を
４
０
０
円
の
自
己
負
担

　
　
（
送
料
無
料
）
で
お
届
け
し
ま
す
。

　
➋
➊
に
該
当
し
な
い
人
の
う
ち
、
利

　
　
用
を
希
望
す
る
人

　
　
⬇
１
食
あ
た
り
６
０
０
円
相
当
の

　
　
食
事
を
１
０
０
０
円
の
自
己
負
担

　
　
（
送
料
４
０
０
円
含
む
）
で
お
届

　
　
け
し
ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
回
数
・
曜
日

　
１
人
に
つ
き
、
週
１
回
と
し
月
４
回

　
程
度
お
届
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
配
達
の
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
月
曜
日
…
矢
作
町
・
横
田
町

　
　
火
曜
日
…
竹
駒
町
・
気
仙
町
・

　
　
　
　
　
　
米
崎
町

　
　
水
曜
日
…
高
田
町

　
　
木
曜
日
…
小
友
町
・
広
田
町

◆
利
用
申
込
先
…
陸
前
高
田
ま
ち
づ
く

り
協
働
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
９
２
（
４
７
）

４
７
７
６

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線

２
１
９
）

事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
、
条

件
次
第
で
熱
中
症
に
か
か
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
！

　
８
月
は
特
に
、
お
盆
明
け
に
注
意

が
必
要
で
す
。
熱
中
症
に
よ
る
救
急

搬
送
数
は
８
月
に
入
る
と
増
加
し
、

お
盆
か
ら
の
２
週
間
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
の
正
し
い
予
防
方
法
を
知

り
、
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
特
に
注
意
が
必
要
な
人

　
高
齢
者
や
乳
幼
児
は
体
温
調
節
が

う
ま
く
で
き
な
い
た
め
、
気
づ
か
な

い
う
ち
に
熱
中
症
に
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
は
体

と
地
面
と
の
距
離
が
近
い
た
め
大
人

よ
り
も
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
他
に
は
、
持
病
が
あ
る
人
や
暑
い

場
所
で
作
業
を
し
て
い
る
人
、
肥
満

の
人
な
ど
も
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
対
策

❶
日
常
生
活
の
工
夫

　
常
に
手
元
に
飲
み
物
を
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
汗
を
か

い
た
時
、
ま
た
の
ど
が
乾
い
て
い
な

く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
を
と
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
汗
を
か
く
こ
と
で

体
の
中
の
塩
分
が
失
わ
れ
ま
す
。
塩

あ
め
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
塩

分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
冷
却
グ
ッ
ズ
も
活
用
し
ま

し
ょ
う
。
首
元
な
ど
の
太
い
血
管
が

あ
る
と
こ
ろ
を
冷
や
す
と
効
率
よ
く

体
を
冷
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

お
す
す
め
で
す
。

❷
室
内
環
境
の
工
夫

　
エ
ア
コ
ン
使
用
中
も
こ
ま
め
に
換

気
を
し
ま
し
ょ
う
。
窓
や
ド
ア
を
対

角
線
上
に
開
け
る
と
風
通
し
が
良
く

な
り
効
果
的
で
す
。
気
温
が
高
く
な

る
日
に
は
、
室
内
も
か
な
り
高
温
に

な
り
ま
す
。
室
温
は
28
℃
、
湿
度
は

70
％
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

❸
外
出
時
の
工
夫

　
屋
外
で
十
分
な
距
離
が
と
れ
て
い

る
場
合
は
、
無
理
せ
ず
に
マ
ス
ク
を

外
し
ま
し
ょ
う
。
暑
さ
を
我
慢
し
て

マ
ス
ク
を
し
続
け
て
い
る
と
熱
中
症

に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
！

　
休
憩
は
こ
ま
め
に
と
り
、
日
差
し

の
強
い
時
間
帯
の
外
出
を
避
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
保
健

課
保
健
係
（
内
線
２
４
１
）

　　　　　　　不動産の相続登記の義務化について空き
　　　　　　家にはどのように関わってくるのでしょう
か。現時点で分かっていることをまとめてみました。
▶︎空き家は対象になる？

・相続登記の義務化は所有
　者不明土地問題がきっか
　けですが、不動産全般が
　対象なので建物ももちろ
　ん対象になります。
・義務化施行以前に相続した不動産に関しては、一定の
　猶予期間が認められる予定ですが、同じルールが適用
　されることになります。
▶︎気をつけること

・今回の法改正では、一定の条件を満たし、負担金を納
　めた土地は権利を放棄して国の財産にできる仕組みが
　あります。利用予定のない土地を相続した人にとって
　は助かる制度ですが、建物がある土地は権利放棄でき
　ません。それも踏まえて空き家の利活用、解体などを
　検討する必要があります。
・相続から 3 年以内の登記申請と、相続登記後の氏名や
　住所変更した場合の 2 年以内の変更登記申請が必要に
　なります。これを怠ると過料が科されます。

問い合わせ先 高田暮舎☎070（2432）1649　または市役所観光交流課定住交流係（内線413）

相続登記
の義務化
Vol.2

第10回

このコーナーでは日ごろ、大会などでの好成績
を⽬指し練習に励んでいる「りくぜんたかた」の
子ども達を紹介します。

★監　督 … 村
むら

 上
かみ

 政
まさ

 敏
とし

 さん　　　★キャプテン … 村
むら

 上
かみ

 龍
りょう

 馬
ま

 くん

★チームスローガン … チームワークを大切に

次回は下矢作・横田バレーボールスポーツ少年団を紹介します。

　普段の練習ではみんなで積極的に声を出
すよう心がけていますが、まだまだ声だし
が足りないので、もっと声を出し練習など
に取り組みたいです。
　これまでの試合では先制点を取り試合に
も勝つことができたので、県大会でも先制
点を取り、県大会ベスト３を⽬指し頑張り
ます。　
　　　　　　文・キャプテン　村上龍馬くん

キャプテンからのコメント

チーム名（学校名） 　横田野球スポーツ少年団 【横田小学校】（団員15人）

★ U12 とは…12 歳以下の子ども達のことを意味します。

空き家は元々は誰かの幸せな記憶が詰まった
大切なお家です。空き家について正しく学ん
で、負債や負担でなく
これからの資源に変え
ていきましょう！

・相続人申告登記（仮称）が新設されます。これは相続
　の可能性がある人が単独で申請できる簡易的なもので、
　期限内に手続きすることで前述の過料を免れることが
　できます。ただし、あくまでも相続登記とは別物であり、
　相続人であることの申出という位置づけになります。
　そのため、売却などにはこれまで通り正式な相続登記
　が必要になります。
▶︎今のうちにできること

・市内には古い家も多く、名義人が既に亡くなられた人
　のままということもあります。相続人を遡る必要があ
　るほど手続きは複雑になります。今のうちに、相続の
　系譜や権利人の範囲を把握しておくと良いでしょう。
・権利が明確になることで利活用の幅は広がります。物
　件の状態維持や、資産としての空き家の運用について
　家族で相談したり、専⾨家への相談を早めに行うこと
　で将来の見通しを良くすることにつながるでしょう。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
世
帯
等

見
守
り
事
業
の
ご
案
内

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

熱
中
症
の
予
防
と
対
策

474

ば
ば
ば
！

晩
ご
飯

輝け輝け輝け輝け輝け

介護お茶のみ話地域包括支援

センター発
81
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今
こん
　野

の
　陽

ひな
　都

と
　（宰

つかさ
・砂畑）

熊
くま
　谷

がい
　優

ゆう
　心

と
　（幸

ゆき
将
まさ
・大隅）

菊
きく
　地

ち
　琉

りゅう
　心

しん
　（伸

しん
吾
ご
・茗荷）

泉
いずみ
　田

た
　夏

な
　緒

お
　（一

かず
樹
き
・堂の沢）

菊
きく
　地

ち
　葵

あお
　唯

い
　（圭

けい
一
いち
・栃ヶ沢）

戸
と
　羽

ば
　杏

きょう
　榎

か
　（猛

たけし
・谷地館）

高田

小友

横田

高田

小友

男　性　　 8,878 人（ －６人）

女　性　　 9,539 人（ 　３人）

　計　　　18,417 人（ －３人）

　　　（出生９　死亡 15）

世帯数 7,620 世帯（　２世帯）

◆ 建物　　　　　０件（　２件）

◆ 林野・その他　０件（　２件）

◆ 出動件数　　　53 件（421 件）

◆ 搬送人員　　　53 人（411 人）

◆ 人身事故　１件（　７件）

◆ 物損事故　14 件（155 件）

◆ 負傷者　　１人（　７件）

◆ 死亡者　　０人（　１人）

◆ 飲酒運転　０人（　１人）

★男の子

★女の子

瀧
たき
澤
ざわ
大
だい
輔
すけ
・髙

たか
橋
はし
恵
え
理
り
　（川口）

菅
かん
野
の
　泰

やすし
・山

やま
内
うち
李
りん
香
か
　（根岬）

近
おお
江
み
洋
ひろ
樹
き
・佐

さ
野
の
早
さ
貴
き
　（田端）

気仙

広田

矢作

横田

竹駒

気仙

高田

米崎

小友

広田

金
こん
　野

の
　留

とめ
　男

お
　　（95 歳・元屋敷）

佐
さ
々
さ
木
き
　信

しん
　治

じ
　　（85 歳・愛宕下）

阿
あ
　部

べ
　俊

しゅん
　六

ろく
　　（88 歳・上小黒山）

菅
かん
　野

の
　和

かず
　子

こ
　　（69 歳・西宿）

遠
とお
　山

やま
　スミ子

こ
　　（95 歳・黄金山）

紺
こん
　野

の
　羊

よう
　祐

すけ
　　（90 歳・志田実）

戸
と
　羽

ば
　トシ子

こ
　　（82 歳・館）

村
むら
　上

かみ
　八

はち
　三

ぞう
　　（83 歳・上壺）

村
むら
　上

かみ
　房

ふさ
　子

こ
　　（87 歳・滝の里）

櫻
さくら
　井

い
　德

とく
　男

お
　　（82 歳・月山）

金
きん
　　　清

きよ
　子

こ
　　（87 歳・洞の沢）

村
むら
　上

かみ
　チヨセ　　（89 歳・川内）

長
なが
　野

の
　キリ子

こ
　　（84 歳・和方）

佐
さ
　藤

とう
　アサ子

こ
　　（97 歳・中西）

黄
き
川
かわ
田
だ
　光

みつ
　男

お
　　（91 歳・中西）

石
いし
　川

かわ
　アサコ　　（85 歳・長根洞）

※届け出人が希望した人のみ掲載
※氏名は通常字体で掲載

問い合わせ先 陸前高田グローバルキャンパス事務室　☎0192（47）3901

　
私
は
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
陸
前
高
田
市
で
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。
小
学
２
年
生
で
東
日
本
大
震

災
に
遭
い
、
震
災
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
と
出

会
い
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
辛
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、人
と
人
と
の
繋
が
り
が
強
く
、

自
然
が
豊
か
で
、
食
べ
物
が
美
味
し
い
陸
前
高
田

が
私
は
大
好
き
で
す
。
ま
た
、お
祭
り
に
も
熱
く
、

私
も
毎
年
「
う
ご
く
七
夕
ま
つ
り
」
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
多
く
の
世
代
の
人
が
年
に

一
度
お
祭
り
の
た
め
に
集
ま
り
、
全
力
で
盛
り

上
が
る
七
夕
は
陸
前
高
田
で
の
一
番
の
思
い
出
で

す
。
私
の
将
来
の
夢
は
地
元
岩
手
で
小
学
校
の
先

生
に
な
る
こ
と
で
す
。
私
は
幼
稚
園
の
頃
か
ら
年

下
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
「
先
生
」
と

い
う
仕
事
に
憧
れ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学
校

の
時
、
私
が
悩
ん
で
い
た
と
き
に
親
身
に
な
っ
て

相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
担
任
の
先
生
に
出
会
い
、

そ
の
先
生
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
高
校
に
入
り
、
自
分
は
不
登
校
に
つ

い
て
の
知
識
が
な
い
と
思
い
、
陸
前
高
田
市
適
応

支
援
教
室
を
訪
れ
た
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
一
つ
の
場
所
に
集
ま
り
交
流
を
す
る
場
の
企

画
を
考
え
た
り
し
ま
し
た
。
今
年
、
岩
手
大
学
に

入
学
し
、
小
学
校
の
先
生
に
な
る
た
め
の
勉
強
を

し
て
い
ま
す
。
心
理
学
や
教
育
学
な
ど
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
学
べ
て
毎
日
充
実
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
で
先
生
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
人
に
な
れ
る
よ
う
知
識
を
蓄
え
、
経
験
を

重
ね
将
来
、
小
学
校
の
先
生
と
し
て
陸
前
高
田
に

貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
将
来
、陸
前
高
田
市
に
戻
っ
て
き
て
働
き
た
い
。

　
そ
れ
は
、
不
明
瞭
な
が
ら
震
災
以
降
、
私
が
初

め
て
持
っ
た
夢
で
し
た
。
高
校
時
代
は
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
一
目
惚
れ
し
た
関
東
の
大
学
を

目
指
し
て
そ
れ
な
り
に
勉
強
し
ま
し
た
。
高
田
に

戻
る
た
め
に
は
一
度
外
の
世
界
を
知
っ
て
お
き

た
い
、
そ
う
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
受
験
に
は
失

敗
。
結
果
、
地
元
の
岩
手
大
学
に
通
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
目
標
を
失
い
か
け
、
漫
然
と
１

年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
の
世
界
を
変
え
て
く
れ
た
の
は
、

サ
ー
ク
ル
活
動
で
す
。
私
は
今
、
野
草
の
会
と
い

う
自
然
系
サ
ー
ク
ル
の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

１
、２
年
生
の
時
に
は
湧
か
な
か
っ
た
自
然
へ
の

興
味
が
、代
表
に
な
っ
て
突
然
湧
い
て
き
ま
し
た
。

山
菜
、
野
草
、
登
山
。
身
近
な
雑
草
か
ら
山
奥
に

生
え
る
山
野
草
ま
で
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
見
え
て

い
た
世
界
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
私
は
、
何
も

知
ら
な
か
っ
た
。
知
っ
た
気
で
い
た
岩
手
県
は
、

日
々
違
う
姿
を
私
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
今
の
私
は
以
前
よ
り
強
く
、
明
確
に
高
田
に
戻

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
大
学
の
講
義
で
は
、

沿
岸
南
部
の
気
候
が
岩
手
で
は
異
色
の
も
の
だ
と

何
度
も
聞
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
帰
省

し
た
時
に
は
盛
岡
市
と
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
卒
業
ま
で
は
（
順
調
に
い
け

ば
）
あ
と
１
年
半
。
そ
れ
ま
で
に
、
今
よ
り
も

も
っ
と
多
く
の
知
識
を
蓄
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
陸
前
高
田
が
待
っ
て
い

ま
す
。

（６月 16 日～７月 15 日届け出分）

数字で見る陸前高田市（令和３年６月 30 日現在）

慶　　弔

おめでた…（　）は保護者・字名

お幸せに…（　）は字名

市内の火災救急活動

（　）は１月からの累計

6月 市内の交通事故

（　）は１月からの累計

6月市の人口（住民登録人口）

（　）は前月比　出生・死亡数は６月分

岩
手
大
学
や
立
教
大
学
で
は
陸
前
高
田
に
ゆ
か

り
の
あ
る
大
学
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
大
学
生
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

私
が
陸
前
高
田
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

私
の
知
ら
な
か
っ
た
ま
ち

菅か
ん 

野の 

陽ひ
な 

向た 

さ
ん

岩
手
大
学
教
育
学
部
１
年

濱は
ま 

口ぐ
ち 　

木も
く 

さ
ん

岩
手
大
学
農
学
部
３
年

VOL.13L.VOVOL.16岩手大学・立教大学 共同運営 交流活動拠点

おくやみ…（　）は年齢・字名
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いの

　
た
ま
ご
村
で
は
、「
賭
け
な
い
！
飲

ま
な
い
！
吸
わ
な
い
！
」
遊
戯
と
し

て
の
楽
し
み
を
追
求
す
る
こ
と
を
目

的
に
健
康
麻
雀
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
も
お
り
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
人
、
経
験
者
な
ど
、
老
若
男
女
問

わ
ず
楽
し
め
ま
す
。

◆
日
時
…
８
月
５
日
㈭
、
20
日
㈮
、

26
日
㈭
、
９
月
４
日
㈯
、
10
日
㈮
、

16
日
㈭
、
27
日
㈪
午
後
０
時
30
分
～

４
時
30
分

◆
場
所
…
た
ま
ご
村
プ
レ
イ
ル
ー
ム

（
高
田
町
字
大
隅
93
ー
１
ロ
ー
ソ
ン
隣
）

※
今
年
度
か
ら
、
教
室
の
参
加
費
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
た
ま
ご
村
事
務

局
代
行
ト
ナ
リ
ノ（
山
本
ひ
ろ
み
）
☎

０
１
９
２（
４
７
）３
２
８
７
、た
ま

ご
村
村
長
／
講
師（
太
田
）☎
０
９
０

（
８
５
８
５
）
９
６
０
７

　
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
で

は
、
防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学

校
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
種
目
…
➊
防
衛
大
学
校
学
生

（
一
般
前
期
）、
➋
防
衛
医
科
大
学
校

医
学
科
学
生
、
➌
防
衛
医
科
大
学
校

看
護
学
科
学
生

◆
受
付
期
限
…
➊
10
月
27
日
㈬
➋
10

月
13
日
㈬
➌
10
月
６
日
㈬

◆
１
次
試
験
日
…
➊
11
月
６
日
㈯
、

７
日
㈰
の
い
ず
れ
か
➋
10
月
23
日
㈯

➌
10
月
16
日
㈯

◆
試
験
会
場
…
➊
花
巻
市
交
流
会
館

（
花
巻
市
）盛
岡
合
同
庁
舎（
盛
岡
市
）

➋
➌
盛
岡
合
同
庁
舎
（
盛
岡
市
）

◆
応
募
資
格
…
➊
➋
➌
18
歳
以
上
21

歳
未
満
の
人
、高
卒
者（
見
込
含
）ま

た
は
高
専
３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
自
衛
隊
釜
石

地
域
事
務
所
☎
０
１
９
３
（
２
３
）

７
８
５
４

　
入
会
条
件
は
事
業
に
賛
同
い
た
だ

け
る
市
内
在
住
、
概
ね
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
で
す
。

◆
日
時
…
８
月
12
日
㈭
、
26
日
㈭
、

９
月
９
日
㈭
、
24
日
㈮
い
ず
れ
も
午

後
１
時
30
分
～

◆
場
所
…
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

内
※
人
数
を
制
限
し
て
行
う
た
め
、

事
前
に
希
望
す
る
日
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
事
業
主
の
皆
さ
ん
】

　
当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
知
識
・
経
験

豊
富
な
会
員
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
人

手
不
足
な
ど
お
悩
み
の
際
は
、
当
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
陸

前
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
９
２
（
５
４
）
４
８
８
８

　
ト
ナ
リ
ノ
で
は
、
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
て
し
ご
と
を
楽
し
む
「
て
し

ご
と
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
中
で
す
。

　
販
売
も
予
定
し
て
い
る
の
で
一
緒

に
作
業
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
…
物
作
り
が
好
き
な
人
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
、
自
分
で
作

り
た
い
が
道
具
が
な
い
の
で
借
り
た

い
人　
な
ど

◆
一
緒
に
作
っ
て
ほ
し
い
作
品
…

レ
ッ
ス
ン
バ
ッ
グ
、
シ
ュ
ー
ズ
入
れ
、

巾
着
な
ど
※
他
に
も
、小
物
や
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
の
製
作
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
日
時
…
第
２
、４
火
曜
日
午
前
10

～
正
午(

日
程
は
変
更
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◆
場
所
…
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

ヤ
ド
カ
リ
（
高
田
町
字
大
隅
93
ー
１

た
ま
ご
村
内
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
た
ま
ご
村
事
務

局
代
行
ト
ナ
リ
ノ（
山
本
ひ
ろ
み
）☎

０
１
９
２（
４
７
）３
２
８
７

　
県
で
は
「
い
わ
て
の
森
林
づ
く
り

県
民
税
」
を
活
用
し
て
、
公
益
上
重

要
で
あ
り
な
が
ら
、
手
入
れ
の
行
き

届
い
て
い
な
い
人
工
林
（
ス
ギ
や
カ

ラ
マ
ツ
な
ど
）
を
所
有
者
の
み
な
さ

ん
に
代
わ
っ
て
間
伐
し
て
い
ま
す
。

　
間
伐
は
森
を
元
気
に
す
る
大
事
な

作
業
で
す
。
み
な
さ
ん
の
森
に
元
気

を
取
り
戻
し
、
次
の
世
代
に
引
継
ぎ

ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
大
船
渡
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
９
２
（
２
７
）

９
９
２
５

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
本
年
７
月
31

日
現
在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
～
４

人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象

に
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
１
～
４
人
の
常
用

労
働
者
を
雇
用
す
る
小
規
模
事
業
所

に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時
間
及
び
雇

用
の
実
態
に
つ
い
て
全
国
及
び
都
道

府
県
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
お
り
、
調
査
結
果
は
、

小
規
模
事
業
所
の
実
態
を
示
す
資
料

と
し
て
国
民
経
済
計
算
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統

計
）
の
作
成
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
統
計
調
査

員
が
訪
問
し
、
調
査
の
依
頼
を
い
た

し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
、
郵
送
ま
た

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
調
査
を
お
願
い
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
ふ
る
さ
と
振

興
部
調
査
統
計
課
☎
０
１
９（
６
２
９
）

５
３
０
６

　
一
関
年
金
事
務
所
で
の
手
続
き
や

相
談
の
際
に
は
、
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
せ
ず
に
訪
問
し
た
場

合
、
手
続
き
や
相
談
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
や
翌
日
の
予
約
は
難

し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
、
日
数
に
余
裕
を
も
っ
て
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
…
一
関
年

金
事
務
所
☎
０
１
９
１（
２
３
）４
２

４
６

　
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
津
波
で

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
困
り
ご
と
に

つ
い
て
、
面
談
な
ど
で
お
聞
き
し
、

弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
や
市
町
村
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
解
決
の
お
手
伝

い
を
す
る
「
い
わ
て
被
災
者
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
生
活
の
こ
と
や
お
金
の
こ
と
な
ど

で
お
困
り
の
際
に
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
…
い
わ
て

被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
９
３

（
３
０
）
１
０
３
４

☎
０
８
０
（
９
６
３
４
）
６
６
５
０

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
９
（
６
０
１
）

７
６
４
０

　
総
務
省
統
計
局（
岩
手
県
）
で
は
、

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

生
活
時
間
の
使
い
方
を
調
査
し
、
各

種
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。
９

月
か
ら
調
査
員
が
対
象
世
帯
を
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
…
県
ふ
る
さ
と
振
興

部
調
査
統
計
課
☎
０
１
９
（
６
２
９
）

５
３
０
５

　
夏
場
は
高
温
多
湿
に
よ
る
注
意
力

の
低
下
や
、
肌
の
露
出
が
多
く
汗
も

か
く
こ
と
か
ら
、
体
に
電
気
が
流

れ
や
す
く
な
り
、
感
電
事
故
が
起
き

や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
経
済
産
業
省
で
は
８
月
を
「
電
気

使
用
安
全
月
間
」
と
定
め
、
電
気
事

故
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
日

頃
か
ら
電
気
の
安
全
を
心
掛
け
、
上

手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。 

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
東
北
電
気
保
安

協
会
大
船
渡
事
業
所
☎
０
１
９
２

（
２
７
）
９
０
５
７

　
こ
れ
か
ら
働
き
た
い
49
歳
ま
で
の

人
や
、
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
就
職

に
関
す
る
個
別
相
談
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ

支
援
を
行
い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で

す
が
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
日
時
…
８
月
11
日
㈬
、
25
日
㈬
午

前
10
時
～
午
後
３
時

◆
内
容
…
日
㈬
（
午
前
）
職
業
興
味

テ
ス
ト
、
25
日
㈬
（
午
前
）
履
歴
書

の
書
き
方
セ
ミ
ナ
ー
、　
（
午
後
）
い

ず
れ
も
個
別
相
談
（
開
始
は
午
後
１

時
～
）

◆
場
所
…
シ
ー
パ
ル
大
船
渡
１
階
研

修
室
Ｂ

◆
申
込
期
限
…
開
催
日
前
日
※
日
時

に
つ
い
て
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
ご

相
談
下
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
い

ち
の
せ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
お
お
ふ
な
と
ル
ー
ム （
今
野
）

☎
０
８
０
（
８
２
１
９
）
４
０
０
１

　
県
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

「
い
わ
て
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
１

（
夏
ｅ
Ｃ
Ｏ
編
）」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
多
く
な
る
夏
に
効
果
的
な
身

近
な
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
（
省
エ
ネ
行

　故・義
よし

寛
ひろ

さんと結婚後、３人の子どもをもうけ、孫 10 人、ひ孫５人
に恵まれています。
　大船渡病院の前身である気仙病院に勤務、産婦人科の婦長を務めま
した。結婚後は横田村の保健師を務めた後に、産婆として 600 人以上
の赤ん坊を取り上げました。
　長生きの秘訣は、小事にこだわらず常におおらかな性格でいること
だそうです。

市ではめでたく満百歳を迎えた人に記念品を贈り、長寿を祝いました。市ではめでたく満百歳を迎えた人に記念品を贈り、長寿を祝いました。
※対象期間＝６月 16 日～７月 15 日（希望した人のみ）※対象期間＝６月 16 日～７月 15 日（希望した人のみ）

本ほ
ん 

田だ 

オ
キ
ノ 

さ
ん

（
横
田
町
）

大
正
10
年
７
月
７
日

三
陸
町
生
ま
れ

動
）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
実
践
し

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ

く
と
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り

ま
す
。

　
岩
手
の
夏
を
快
適
に
、
地
球
に
も

や
さ
し
く
過
ご
す
た
め
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
応
募
方
法
な
ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
…
県
環
境
生
活
部
環

境
生
活
企
画
室
☎
０
１
９
（
６
２
９
）

５
２
７
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://w

w
w

.aiina.
jp/site/environm

ent/3960.
htm

l

百
寿

予
約
不
要

健
康
麻
雀
教
室
開
催

お
知
ら
せ

開
催
し
ま
す

募
集
し
ま
す

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

所
有
者
に
代
わ
り
間
伐

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校

新
規
会
員
募
集
中

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

予
約
不
要

て
し
ご
と
ク
ラ
ブ

新
規
部
員
を
大
募
集
！

一
関
年
金
事
務
所

手
続
き
や
相
談
の
際
に
は

ご
予
約
を

お
気
軽
に
ご
相
談
を

い
わ
て
被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー

開
設
し
ま
し
た

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

社
会
生
活
基
本
調
査
実
施

電
気
の
安
全
に
心
掛
け
を 

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

い
ち
サ
ポ
　
お
お
ふ
な
と
ル
ー
ム

「
働
き
た
い
！
」
を
応
援
！

事
業
所
の
み
な
さ
ん

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

地
球
温
暖
化
防
止

い
わ
て
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

２
０
２
１
（
夏
ｅ
Ｃ
Ｏ
編
）
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※市内医療機関および金融機関等の事業所で、広報りくぜんたかたを購読希望の場合は左記発行元へご連絡ください。
※広報りくぜんたかた８月号（№1104）の印刷経費は１部79.2円（税抜き）、発行部数は7,500部です。

ゼラチン …………６ｇ
水 ………………  30㏄
枝豆 ……………160 ｇ

➊ゼラチンを水でふやかしておく。
➋枝豆はやわらかく茹でて薄皮を取り、
　牛乳（半量）とミキサーにかけてなめら
　かにする。
➌鍋に➋を入れて火にかけ、上白糖、練乳
　（半量）、➊のゼラチンを加えて溶かす。
➍火を止め、残りの牛乳、バニラエッセン
　スを加える。ゼリーカップなどの容器に
　流し入れる。
➎冷蔵庫に入れ、冷やし固める。
➏残りの練乳をかける。

　「ずんだ」とは、茹でた枝豆をすりつぶしたもので、砂糖を入れて団子に
からめたり、塩などで味付けをして和え物に使用したりします。
　「ずんだ」の由来には、豆を潰す「豆打（ずだ）」が訛って変化したという説
や、伊達政宗が陣太刀（じんたち）を用いて豆を潰して作ったことから、陣
太刀が訛って「ずんだ」になったなど、様々ないわれがあるそうです。
　枝豆には、たんぱく質はもちろん、ビタミンＢ1、Ｂ2、Ｃなどのビタミン
類やカルシウム、食物繊維が豊富に含まれています。なかでも、食物繊維に
は腸をきれいにし、大腸がん、糖尿病などの生活習慣病予防に効果がある
といわれていますので、旬のこの時期においしくいただきましょう。

　 8 月 9 日はシンガポールにとって特別な日。1963 年にマレーシア連邦の一部となったシンガポールは 1965
年 8 月 9 日にマレーシアから独立しました。その日が独立記念日「ナショナルデー」となり、今年で 56 周年
を迎えます。
　シンガポールはマレーシアとの政治的、経済的な相違で独立しましたが、元々天然資源がない小さなまちで
あり、独立して国として生き残れるか、多くの人が不安を抱いていました。しかし、長い間苦戦したシンガポール
は多くの困難を乗り越え、今では世界に知られる主要な商業中枢国家であり、金融センターとなりました。
　毎年独立記念日が近づくと、国民は自宅の窓に国旗を掛けます。そのため集合住宅では見事な風景になりま
す。記念日当日は、夕方になると「ナショナルデー・パレード（NDP）」が始まり、会場では軍事パレードや
F15 戦闘機、ヘリコプターを使った航空ショー、多文化の歌や踊りのパフォーマンスが披露され、フィナーレ
には盛大な花火が打ち上がります。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響で、密集を避けるためなどの理由から、シンガポール各地で NDP
が行われ、その様子が終日生中継されました。国内ではパフォーマンスなどを生で見たいと思う人が多かった
ことでしょう。

市の国際交流員のサラ・チュウさんが、
出身国のシンガポール共和国の様々な
情報を紹介します。

★材料（４人前）

問い合わせ先 市役所子ども未来課子育て支援係（内線255）

㉔シンガポールの独立記念日

「ナショナルデー」

牛乳 ……………… 240 ｇ
練乳 ………………  30 ｇ
上白糖 ……………  12 ｇ
バニラエッセンス…  少々　

「ずんだ」ってなぁに？

  TThanhankkyouyou !!  サ ラ SSIINNGGAAPPOORREESSIINNGGAAPPOORREEのの

今月の

おすすめレシピ ずんだプリン
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Sarah Chu

【１人分】

　エネルギー　112kcal

　食塩相当量　0.1g


